
 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

  

 

  

  

  

 

 

 

◆開室時間  9:00～19:00（火曜日、祝日は 17:00 まで）       

◆休 室 日  月曜日（祝日の場合は翌日）、1月25日(金)、 2月22日(金) 

◆会    場    はだの浮世絵ギャラリー（秦野市立図書館 2 階） 
住所 〒257-0015 秦野市平沢 94-1（カルチャーパーク内） TEL  0463-81-7012 

交通 小田急線秦野駅北口バス 3 番のりば《秦 08 系統》渋沢駅行き（日立製作所／桜土手経由）「文化会館前」下車 

     小田急線渋沢駅北口バス 1 番のりば《秦 08 系統》秦野駅行き（日立製作所／桜土手経由）「文化会館前」下車 

◆主    催 秦野市   ◆問い合わせ 生涯学習文化振興課（0463-84-2792） 

◆ホームページ http://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1524794537613/index.html ⇒ 

 

はだの浮世絵ギャラリー 

201９年 1 月 19 日(土) ～ 3 月 10 日(日)  

◆ギャラリートーク(作品解説)のお知らせ◆  各回３０分程度（内容はいずれも同じ） 

【日時】1月19日（土）、２月1日（金）、15日（金）、3月1日（金） 14時～      

※ 1月19日（土）のみ11時～、14時～ 

【申込】不要・無料    【会場】はだの浮世絵ギャラリー展示室内 

江戸の人々にとって、百人一首はかるた遊びとしても親しまれ、和歌は身近なものでした。

万葉の時代から歌に詠まれた景勝地を描いた名所絵や、歌舞伎や物語の登場人物を見立てて

描いた役者見立絵など、和歌と浮世絵が融合された趣向あふれる作品をお楽しみください。 

 
入場 
無料 

歌川国貞（三代豊国）見立三十六歌撰之内 
藤原清正 中納言行平 

  

歌川国貞（三代豊国）古今名婦伝 小野小町 



題　名 作者名 制作年代

1 百人一首之内　河原左大臣 歌川国芳
天保12～13年

(1841～1842年）

2 百人一首之内　素性法師 歌川国芳
天保12～13年

(1841～1842年）

3 百人一首之内　大納言公任 歌川国芳
天保12～13年

(1841～1842年）

4 百人一首之内　周防内侍 歌川国芳
天保12～13年

(1841～1842年）

5 百人一首之内　源兼昌 歌川国芳
天保12～13年

(1841～1842年）

6 見立三十六歌撰之内　柿本人丸　松浦さよ姫 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年9月
(1852年）

7 見立三十六歌撰之内　紀貫之　関兵衛 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年9月
(1852年）

8 見立三十六歌撰之内　伊勢　熊谷女房相模 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年10月
(1852年）

9 見立三十六歌撰之内　中納言家持　狐忠のぶ 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年10月
(1852年）

10 見立三十六歌撰之内　山辺赤人　文次安方 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年10月
(1852年）

11 見立三十六歌撰之内　僧正遍昭　光秀妻さつき 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年10月
(1852年）

12 見立三十六歌撰之内　紀友則　伝兵衛 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年10月
(1852年）

13 見立三十六歌撰之内　小野小町　はま路 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

14 見立三十六歌撰之内　中納言兼輔　ひぐちの次郎 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

15 見立三十六歌撰之内　権中納言敦忠　俊寛僧都 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

16 見立三十六歌撰之内　藤原清正　中納言行平 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

17 見立三十六歌撰之内　藤原興風　舎人梅王丸 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年10月
(1852年）

18 見立三十六歌撰之内　大中臣能宣　舎人松王丸 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年10月
(1852年）

19 見立三十六歌撰之内　凡河内躬恒　舎人さくら丸 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年9月
(1852年）

20 見立三十六歌撰之内　源宗于朝臣　常盤御前 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

21 見立三十六歌撰之内　壬生忠見　もとめ 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

22 見立三十六歌撰之内　中納言朝忠　浦さと 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年9月
(1852年）

23 見立三十六歌撰之内　三条院女蔵人左近　時次郎 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年9月
(1852年）

24 見立三十六歌撰之内　源公忠朝臣　高尾 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

25 見立三十六歌撰之内　斎宮女御　みな鶴姫 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

26 見立三十六歌撰之内　源重之　放駒ノ長吉 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

27 見立三十六歌撰之内　清原元輔　猟師芝六 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

28 見立三十六歌撰之内　坂上是則　時より 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

29 見立三十六歌撰之内　平兼盛　さねもり 歌川国貞（三代豊国）
嘉永5年11月
(1852年）

30 若紫源氏絵合　さかき 歌川国貞（三代豊国）
嘉永期

（1848年～）

31 若紫源氏絵合　漂澪 歌川国貞（三代豊国）
嘉永期

（1848年～）

32 古今名婦伝　小野小町 歌川国貞（三代豊国）
安政6年10月
（1859年）

33 四十八ばん　恵慶法師 歌川国貞（三代豊国）
弘化頃

(1844年～）

34 二五五四好今様美人　書画好 歌川国貞（三代豊国）
文久3年12月
（1863年）

35 （業平東下り） 歌川広重
弘化頃

(1844年～）

展示目録

和歌と浮世絵 2019年1月19日(土)～3月10日(日)

はだの浮世絵ギャラリー


